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次  第 

 

１． 開 会 

 

１． 理事長挨拶 

 

１． 議長、議事録署名人選出 

 

１．議 事 

第１号議案 ２０２０（令和２）年度活動報告の件 

 

第２号議案 ２０２０（令和２）年度活動計算書の件 

 

監査報告 

 

第３号議案 ２０２１（令和３）年度活動計画（案）の件 

 

第４号議案 ２０２１（令和３）年度活動予算（案）の件 

 

 

１． 議長解任 

 

１． 事務連絡 

 

１． 閉 会 



【第１号議案】 

令和 2年度事業報告書 

2020年4月1日から2021年3月31日まで 

特定非営利活動法人ウイングかべ 

 

1 活動の成果 

■就労支援事業「ワークショップウイング」の活動はコロナ禍を乗り切った１年でした。 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、休業、時短営業、生産活動の減少など就労支援事業に

も大きな影響をもたらした。日中活動は約 5 時間での活動、感染予防のため、柔軟に取り組まなけ

ればならない１年であったが、出勤簿をパソコンで入力するなど、新たな体験が行えるように取組

んだ。 

制限がある中での活動であったが、昨年度と変わらず就労支援に取組むことができた。 

また、計画相談と連携し、個別支援を丁寧に、細やかに、主に生活支援に重点を置くことで、体

調を維持でき、就労との両立ができた。 

今年度は、2名の就職者があり就職後の電話相談等の支援を行った。 

働くことを通じての、やりがいや働きがいに加え、法人全体の活動が、一人一人の将来やこれか

らの生活を考える力となっていることを感じた。生産活動である、喫茶事業、菓子事業、弁当事業

は大幅な減少となり、前年度比約６割の売り上げとなった。 

 

■相談事業「あさきた相談支援センターウイング」は地域、関係機関との連携強化を行いました。 

「あさきた相談支援センターウイング相談事業（計画相談、障害者相談支援事業所）」は、三障害、

難病患者の人が、車イスや徒歩でも利用しやすい平地、交通アクセスの良い場所である可部３丁目

に移転したことで、安佐北区総合福祉センター（厚生部地域支え合い課、広島市安佐北区社会福祉

協議会等）との連携強化につながった。 

コロナ禍において、感染対策を行いながらの訪問による相談支援、各事業との連携支援の難しさ

を感じることが多かった。感染対策を優先することで、病院からの退院支援や緊急時の支援など、

制限がある中で行う、相談支援の難しさと、その後の生活支援にも大きく影響することがあった。 

また、子育て、一人親家庭、不登校、親の高齢化、虐待などが、複雑に絡みあう現状を目のあた

りにした。「障害者支援」という言葉だけでは完結することはなかった。引き続き、孤立化しないた

めの幅広い支援が必要である。多岐にわたる課題に対して、地域や専門機関との連携強化、ネット

ワークの構築と地域課題の解決にむけて、今年度は「上大毛寺町内会」の見守り支え合い事業を開

始した。地域と連携を図ることで、顔が見える支援を行うことができた。 

広島市からの、委託事業である障害者相談支援事業は、令和2年度は約1,300件の相談があった。 

 

■「まちづくり事業」の重要性と必要性に改めて気づく機会になりました。 

「まちづくり事業」の一つである、コミュニティサロン事業では、感染対策を行いながら、囲碁教室、パソ

コン教室、手芸教室等の地域活動の場、ボランティアバンクりんりん可部の活動拠点となった。 

「可部夢街道まちづくりの会」との協働で、「いつも通り」をテーマに花の散歩道に使う木工プランターの

製作、メッセージボード等をボランティアと共に作成した。 

また、可部旧街道の魅力を発信するため、一輪挿しで町並みを飾り、「可笑屋」のライトアップを行った。 

「まちづくり事業」においても、新型コロナウイルス感染拡大防止の為の対応によりイベント、サロン活動

等が中止、中断も多くあった。集いの場があること、地域の拠点として機能すること、地域の役割が果たせる

こと、人がつながれることなど、中断したことで改めて、地域拠点の必要性と重要性、役割を再認識すること

ができた。 



 

2 事業の実施に関する事項 

（1）特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施日時 実施場所 

従業

者の

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

就労支援事業 
喫茶、弁当、菓子事業を通して就労

支援、生活支援の実施 

令和2年4月1日～

令和3年3月31日 

「可笑屋」 

「亀楽庵」 

「お菓子工房エール」 

6人 3,542人 

相談事業 

計画相談を利用した障害福祉サービ

ス等の利用、生活、医療、就労等に

関する相談所 

令和2年4月1日～

令和3年3月31日 

「あさきた相談

支援センター」 
2人 425人 

広島市委託相談事業 
障害者、家族、関係者からのよろず

相談所 

令和2年4月1日～

令和3年3月31日 

「あさきた相談

支援センター」 
1人 約1,300人 

まちづくり事業 

「花の散歩道」のプランタ作成 

コミュニティサロンの活動：「可笑

屋」のライトアップ、もちつき 

サロン活動支援（囲碁、絵画、手

芸、パソコン、作品展、将棋） 

可部地区社協ボランティアバンクの拠点 

令和2年4月1日～

令和3年3月31日 
「可笑屋」 9人  382人 

相談支援専門員研修の講師派遣 
相談支援専門員初任者研修のファシ

リテータ派遣 

11月19日、20日

（２回） 
オンライン １人 20人 

広島市障害支援区分認定等審査会委員 
広島市安佐南区障害支援区分認定等

審査会委員 

毎月 

計15回 

安佐南区総合福

祉センター 
１人 450人  

広島市安佐北区自立支援協議会実行委員 
広島市安佐北区自立支援協議会の運

営委員 

6月、7月、9月、

11月、1月、3月 

計6回 

安佐北区総合福

祉センター 

オンライン 

１人 60人  

広島市安佐北区自立支援協議会相談部会担当 
相談支援専門員の活動支援、学びの

場である相談部会を担当 

6月、7月、9月、

11月、1月、3月 

計6回 

安佐北区総合福

祉センター 

オンライン 

１人 88人 

NPO法人日本医療ソーシャルワーク研究会 

ガイドブック編集会議 

「医療福祉総合ガイドブック」障害

分野ページ担当 
6回 

RCC文化センター 

オンライン 
１人   

「上大毛寺町内会」見守り事業会議、委員 
「上大毛寺町内会」における見守り

事業の立ち上げ、活動 
6回 亀山南集会所 １人 60人  

可部高校「総合学習」講師、学びの場 
地域の防災、地域の歴史、「可笑

屋」の役割等を学ぶ講師 
11月16日 「可笑屋」 2人 26人 

広島文教大学心理学科実習講師 
NPO法人ウイングかべの役割を学ぶ

実習指導 
11月30日 広島文教大学 1名 23名 

広島福祉専門学校精神保健福祉士科実習 精神保健福祉士実習の指導 10月14日～23日 
「あさきた相談

支援センター」 
4名 1名 

可部駅西口清掃ボランティア 
可部駅の西口広場、トイレの清掃ボ

ランティア 
12回 可部駅 50人   



 

3 事業実施体制 

（1）会議に関する事項 

  ①理事会 

   日時：令和2年4月27日 午後1時30分から午後3時00分 

   場所：可笑屋 

  【議事内容】 

   平成31年度（令和元年）事業報告、決算報告 

   令和2年度事業計画、予算案 

役員数の変更について 

表決方法の変更について 

公告の方法の変更について 

  ②理事会 

日時：令和2年6月28日 午後3時15分から午後3時45分 

   場所：可笑屋 

  【議事内容】 

   理事長の互選 

③通常総会 

日時：令和2年6月28日 午後1時30分から午後3時00分 

 場所：可笑屋 

【議事内容】 

 平成31年度（令和元年）事業報告、決算報告 

 令和2年度事業計画、予算案 

 理事改選 

 

（2）会員 

  ①正会員（個人）    55人 

  ②賛助会員（個人）   24人 

  ③正会員（団体）   1団体 

  ④賛助会員（団体）   3団体 

 

（3）ボランティア 

   6人（製造補助、配達業務、木工作業、食事支援等） 

 

（4）おもな連携団体 

  広島市安佐北区障害者自立支援協議会 

  安佐北区役所厚生部地域支え合い課 

  広島市安佐北区社会福祉協議会 

  可部地区社会福祉協議会 

  広島市くらしサポートセンター 

  広島市地域包括支援センター 

  ハローワーク可部 

  広島県精神障害者支援事業所連絡会 

  NPO法人日本医療ソーシャルワーク研究会 

  可部夢街道まちづくりの会 

 
令和２年総会（可笑屋）：そば打ち名人 

 

年末恒例もちつき：可笑屋 

 

可笑屋のライトアップ（可笑屋） 

 

花の散歩道に：メッセージを添えて 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  いつも通り実行員会 

【第3号議案】 

令和 3年度事業計画書 

2021年4月1日から2022年3月31日まで 

特定非営利活動法人ウイングかべ 

１ 活動計画 

 地域の中で誰もが、やりがいや働きがい、安心感を共有し、お互いに力が発揮し合えるように「まちづくり」

に取り組んでいく。 

 

１． 就労支援事業 

就労継続支援Ｂ型事業所ワークショップウイング（喫茶事業、弁当事業、菓子事業）では、個別支援の充実、

相談事業（計画相談）との連携支援により、本人の希望する生活の実現のための就労支援を行う。 

 

２.相談事業（計画相談、委託相談支援事業） 

計画相談事業では、障害福祉サービスの利用のために必要となるサービス等利用計画の作成及び総合的な

支援を行う。 

委託相談事業では、就労に向けた相談、日常生活の課題、対人関係や孤立、不安などの幅広い相談内容に対

応していくため、顔が見える関係性づくり、地域との協力体制づくりを目指し広報や協働作業を行う、専門機

関との連携強化を図る。令和 3年度は可部地区との連携強化を図る。 

 

３．まちづくり事業 

（１）可部夢街道コミュニティサロンの運営 

 可笑屋のコミュニティサロンは、地域の人びとの活動の場として、引き続き作品展示、各種教室活動、会議・

会食の活動の場として提供を行う。 

可部地区社会福祉協議会の事務局として、月曜日を開所する。 

介護保険での総合支援事業の中核となる地域のサロン活動の一環として、引き続き高齢者いきいき活動ポ

イント事業を行う。 

広報活動として、サロン利用者等にチラシ、パンフレットを配布し、NPO法人ウイングかべの取組みの紹

介、会員登録に力を入れる。 

 

（２）地域イベントを通じての交流 

 古民家の風情を残したライトアップ、街道の活性化、町めぐり、明神祭、トレイルラン、神楽大会などの地

域行事へ参加、まちぐるみの取組みを提案していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花の散歩道 

 

相談事業：あさきた相談支援センター 

（外観、相談室） 

 

作品展示、木工作業風景：「可笑屋」 



 


